
　日　　時 １０月１６日（月）午後７時～

　会　　場 働く女性の家（エポック・荒尾）

　地　　区 荒尾地区・有明地区・清里地区

　参加人数 ８５名

意見、質問等 市からの回答　/　今後の対応

まちづくりの方向性

全体的に市としてどういった方向性をもってまちづくりを進

めているのか。

〇「暮らしたいまち日本一」を目指している。買い物や医療など安心して暮らせる街をつくり、中心拠点

に雇用を生み出すことで人口流出を食い止め、少子化対策を進めたい。

子育て支援

和水町などの取組みを参考に大胆な手を打って事業を実施し

ては。

漁業振興

他市の情報を収集しながらマガキの養殖、マジャク釣りを進

めてほしい。

〇少子化対策は一つでは効果が薄い。妊娠、出産、産後ケアなど子育て関係だけでなく雇用、教育、住環

境などトータルでサポートしていくことが重要。保健福祉子育て支援施設整備や市医師会と有明医療セン

ターの連携による周産期医療体制もその一環となる。

〇漁業振興は、マガキ養殖、マジャク、のりなど漁協と一緒に取り組んでいきたい。

暮らしたいまち日本一のターゲット

総合計画の暮らしたいまちのメインターゲットは誰か。
〇欲張りだがすべての世代の人を狙っている。特に若い女性の転出が多いことから、女性に選ばれるまち

になることが重要。若い方に限らず高齢者も、健康で長生きして暮らせるような支援を行いたい。

意見、課題等 市からの回答　/　今後の対応

【荒尾地区協議会】

自治会脱退者の増加（加入者減少）

区に加入する方が減少している。行政から地域へのサポート

を強化して欲しい。

〇自治会活動は重要であり、加入者が減少していることは大きな課題だと認識している。市では広報や転

入者へのPR、不動産業者に協力頂きアパート入居者へもPRしてる。

〇地域の繋がりづくりは難しいテーマである。くらしいきいき課に相談をお願いしたい。

【有明地区協議会】

少子高齢化、空き家・空き地問題

独居高齢者など少子高齢化問題が深刻化している。

空き家・空き地問題にも早急に取り組んでほしい。

〇独居高齢者や老々介護など高齢者の窓口については、地域包括支援センターに相談をお願いしたい。

〇空き家・空き地は全国的な重要課題である。空き家対策基本計画で空き家を発生させない、どうしたら

減少していくか、どのようにして適正に管理していくか定めている。空家バンクの制度などを活用いただ

きたい。

【清里地区協議会】

（学校規模適正化、学校施設改修）

〇清里、桜山、有明の学校の統廃合など後期計画はどうなる

のか。

〇小学校プールの老朽化対策について民間施設の活用などは

考えられないか。

〇学校統廃合については状況の変化から、小規模校でもICTの活用などで学びの環境が出来ている。市と

しては統合しない方針である。

〇将来的にプールのあり方については、見直しが必要と考えている。施設改修については、今後も計画的

に進めていきたい。

意見、課題等 市からの回答　/　今後の対応

市活性化に向けた要望

〇荒尾駅周辺の活性化のため、大島の信号付近に案内看板を

設置してはどうか。

〇市屋ガードの交差点の渋滞緩和策を講じてほしい。

〇小学校の避難所には多目的トイレを早急に設置してほし

い。

〇市職員の地域活動への参加が少ない。地区担当職員制度も

できたが、地域課題の解決には繋がっていない。

〇ご要望を承る

市のキャッシュレス化、コンビニ交付、公立大学の新設

〇市窓口のキャッシュレス化はどうなっているのか。

〇コンビニ交付の開始はいつからか。

〇公立大学を新設してはどうか。

〇市窓口のキャッシュレス化については、現在総合窓口化(ワンストップ化)と併せて検討中であり、時期

は未定。

〇コンビニ交付はR5.11月中旬から実施。

〇大学の新設は少子化の中では難しいと考える。

歴史的なことも踏まえ、立ち位置を考えながらしっかりと市

長として頑張ってほしい。

意　見　交　換

令和5年度「市長と語ろう！！住民懇談会」会議要旨

(1)市長からの話

(2)地域の課題（各地区協議会から）

(3)その他


